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論 説

化率成分其他諸位l子より見t:る

別府地下温水の流界

理事士山 下 馨

本稿に於ては先に護表しすこ別府市街部の地中温度測定と他の種々な測定の値を比較し

て流界(Streamfield)考慮に資しすこし、。

他の測定といったのは，化事成分濃度，湧出j毘度，湧出量，感潮度，感雨度などである。

此等相互の相聞については，すでに種々の研究が， 5JIJ府は無論，他のi国泉に就ても行はれ

護表されてゐる。筆者は，特に地中7'Po!度との比較を試みる。

地中j毘度与を除く他の量は皆主として地表に於て行はるミ二究元的な測定で立睦的て、ない

から，結果は一葉の卒面圃の上にあらはされる。従て之を地中渦度と比較するにあ仁つて

は，常に其深度に封する考慮を怠つてはならぬ。然るに深度は，主として一斉調査に擦り

所有者の報告に基づいたもので，直接測定ではないのであるカ、ら，此鈷に於ても比較は十

分な精密さを以て行ひうるものではなくなる。其他にも理由があり，蛍初定量的論illを行

ふ諜定の所，遂に断念せざるを得なくなった、カ， ，る惹;圃を港行する震には11!¥二童文十倍す

る基礎測定が行はれねばならぬ。

1. 湧出量分布との比較

湧出量は採水屠の深さと湧出匪と湧出に闘する抵抗の|自数である。然るに"iJヌ:で述べ7こ

( 1 ) 出f湖，山下.別府1島市内の地中温度分布と温泉服;本誌第2谷江バ披233頁

(343 ) 



化者主成分業他諸因子よリ見t:ろ別府地下i/C..水の流界

第 1幽 湧出量分布(!'i!.位tH手分 1)~トル)

乙い 忠臣皮30-45mのもの(A暦aこ於げる〉
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~<i 1闘(B) i袋さ55-60mのもの(BIほ こ於げる)
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如く，別府市内の透水清一一採水層ーーは殆左地面に平行してゐる 依て湧出量は抵抗と

視出歴に闘する一計量とみなし得る。

初出量の平均値を本誌第1省第1披の資料弘、ら求めて第1国t二示すとは全市を直交

(2) 別府ïlíi付 i，~.J主主事帳抄:;l~:1こ泉i/C..及び湧 1I1最・ヲ響調資;本誌第 1 tt:~"'~ 1披 28頁
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化等主成分業他諸因子よりJL1:る))IJ府地下温水の流界

直線群で手芳F二分ってその平均値を作り，夫をそのIIJ心に於ける値となして，蓮績的に
柿聞したものである。倫湧出量は其測定が多いから之を深度別に統計がとれる。こ誌には

(九)30-45m (B )55-60 m のものにつh、ての闘のみそ帰ける ご 特性及針~事項は下の

通りである。

(A) :湧W.量Qの最大帯は・つの線の Lにあって，地j阻による回ノ湯脈よりし、くらか北

に寄ってゐる。そして平面圃 H二於ける採湯域の限界tこ於てQも亦小さb、。卸ち，現在の

限界以外に於ては十分な量が得られなし・。かくて(A)'，こ於ける探湯は正に田ノ湯脹に起原

を有するもののみである。

(B)領域は(A)より更に成い、大睦に於て田ノ湯脈の南(左)方は (A)と同じである。

(A)と判然異るのは，北(右)li限界に向ってQは減少せ今却って次第に増加してゐる。卸

ち探湯限界に沿ひ必歩しもQは小さくないν このことはこれ以深の各屠に........ ) ~、ても同様で

ある。とごと深度ー55mの等温線配置と くらべると， 採湯域の限界は略主i釘門寺脈の1:にあ

ることが判る。そしてその限界に於てQは極大である。このふとは63-75m深度のものの

配置そみればもっと明瞭になる。その卒面聞は紙面の節約上之を略するが，北小肇校の西

端附近より流川に向っすこ，海岸に略よ平行な断面 I~.Iこ Q と封臆する地地をくらべてみると

流川に於てQも地tr，Lも極大，次第に北準するにつれて雨者共i斬減，ある極小を越えるとQ

は念激に増大，地温も昇 (l，i毎門寺脈とれつけ7こ場所に於て柄者共極一九それより北には

この探湯深度はなくなめ，地I毘は念激に|毎 1;する。之ヰヒ要するに，i毎門寺脈の貰在三台示す

ものであり， その北ケ嵩該深度に於て有力な低泊地下水が存在してj毎門寺阪よりの渦水北

流ぞ妨けてゐるものとみられる。

X， ・般に全轄としてみ?二ときp 凹ノ湯脈と海門寺脈に沿ひQ大きしその中閉じQの

小さい部分かみとめられる。雨泉脈に闘するー傍設である。

父南力1こli'Jつては，田ノ;湯脈から漸次減少してゆくことは常識的であり，地中地度分布

との釣彪七常識的である。渚脇脈についてもの、同じ。

父歩、っとl来い，前文中』二名づけfこ北部分散域に於ては，等Q線が海岸線に-'1':行一一等高

線に!I'-行な傾向かみとめられる。か h る領域に於ては採湯屠は必T'しも地表と午行せT'，

地表よりも緩勾配Jどなすものと考へられる。 X，等高度のものについていへば，境川i二近

づくに従てQが大きくなうてゐることもみとめられるにCl'濃度ぃλられる |ー境川水系Jの

( ::-1ユ)



化摩成分業他諸;因子よリJU:ろ}JIj府地下温水の流界

一傍謹であるよ結局常識的な結論であるが，泉脈(地中j脱皮極大〕或は水系の入口でQが大

きいニとじなる。之を別府に就ていへば， ，法認される封感は海門寺3 田ノ:湯， 1賓脇の三泉

脈と境川水系に起ってゐる。

2. 湧出温度

最も一般的に考へて，湧出淵度は混合と冷却により決する。但しこ h に言ふ混合とは，

管iこ沿って湧出する途中のものである。 卜分綿密な注意を以て中途流入を防い花場合に於

てもfal10 C以上の減i阻か起る場合がある。かミる領域は，冷却による減湘の甚にしいこ

とは明で， 1s:YII.I屠の厚い部分或は有力な.1.居低i見水流の存在する範固に多いことは無論で

ある。別府に就ていへば野口方面北及砂jの分散域に於て多い。

i昆f?と冷却が同時に作用する場合，湧出地度 T.は湧出量Qのi副教と考へられる。混合

のみの場合といへどもQと湧出I限度の閥係は，地中の微細構造に依るから決して簡軍では

ないoX.冷却も地中じ於けるものと，地表に於けるものとあり，とも簡撃ではないわ併し

な治、ら，非常に異った場所に於て，異っすこ原因がはたらく時Qと表面湘度 Tsが異った相

閥式を有すへきことは明であり，(Q， Ts) タ イ アクJラムも或場合には水系の判別に責し得

られるのであらう。

可i2凶 途中却?令のみによろ泉竹内:ノ)限度悼式

湾
出
尽

P

Pョ・"，溝:t;>1Aル

(T.， Q)曲線
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化身il:>>t分其他言者因子よリ見?ころ別府地 Fi，~A水のi点界

吾々は先づさうしに虚理を省き， fニピ全市の(()， Ts) 企イアクずラムを作勺て見fニが，

新I論文開示の如く決して簡軍ではないけれとも，おほろ気ながら (Q，T")のキn開併がみと

められ， (Q， Ts) タイアグラムの有意性かみとめられる。叉第2固に冷却のみのあるとき

の地中沼度，初出量，表面I限度， (Q， T.)夕、イアク'ラムの封燃えを標式的に示しておいに。

但し今日迄貰isiJ値が得られないので輩位未定。

さて別府に於ては，初出I限度の芳一異は混合よ ，)も冷却が第一因子と考へられる。何故な

ら，部分部分に於てもQの増大が T.の増大に(殆ど全部の場所で〉針賂してゐるからであ

る。そして，減淵の大さの配置も，野口，南北分散域等，低地暦の厚い所に大となってゐ，

dT. 
かミる場所に於ても依然一~~>0であるからである。

dQ 

_ .， _.. d乙
但し長期にわすこる一つの湧出口の観測lあいしは一一一<0のものもみとめられる。こ-..q¥J'I '-¥U'OO dQ 

れは混合に蓮ひないが，地中瀧度自身の農化を伴ふものも含まれてゐて，以上の推察とは

撞着しないものである。地中沼度自身の慶化に

ついても観測が賓行されてゐるから此聞の消

息も将来本誌上に明にされるであらう。

要するに，湧出漉度により或程度迄地中m~度

第 1表湧出温度と泉底温度との差

的ケ古宮境川方面 野口方面

6'-15。 11'-20。

国 ノ湯脈 秋葉通山手

0'-3' 6。内外

北演でヴ附淫|永石遁山手
6。内外

松原 iJli海寄

8'-10' 

演脇中央部
3'-5。

、、

を想像することはできるが，往々失敗する。つ

まり，表面測定のみにより内部の想像をなすこ

とは有意義なことではあるが，思はざる重大事

ぞ看過する虞れかある。之は化事成分濃度等に

就ても同様である。

最後に湧出航度が泉底淵度より低下する存z度を第 1表に示して置く。

3. 化事成分濃度との比較

(1) CI':ー別府市内淵泉のク ロール量分布につきでは山下逸二郎氏及木戸.丸田二氏に

よる論42ヵ、、ある。叉11，-F逸二郎氏間宮にも Cl'，SO/'， HCO，，'の濃度分布に闘する論£〉ヵ、

ある。いづれにせよ弐の諸項は明白である。

(3 ) 本誌、第 2~(可~ 3~虎 235頁第 1 闘

(4) 111下~ニ白11. 木芦隆，丸岡煩三: }JIJ府市内温泉のグロ -，V貴分布; - 1~~~~.河川 谷 iJ; 2綾田頁

(5 ) 山下主主二良11:温泉及地下水の}成分 こ闘する研究， }jIJij'，fr!HJi"il，:l以こ附寸志知見 i第二報); 
事誕~~雑誌第 57 谷(昭和 12Jf.)第 1銃 62頁

、、，JFd
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化!}l成分其他諸因子よも}見1:1..， )jIJ府地下j厄7~の流界

f.問ノ湯脈に沿ひ CI'.甚薄，

2'. 北埋立から海門寺，騨北口 /J向にむけて Cl'甚濃。

この封燃は明である。 1。が田ノ湯脈本来の性質であることは自明であるが， 2'は少しく

複雑である。前記山下逸三郎氏軍濁心於てなされに論に於て， 2'は1:層地下水によるもの

とされてゐる。併し同氏の取扱lまれに材料には，i釘門寺眠からの採湯がないので，それ日

外の事項を今少し附加しなければならぬ。丸[11氏によるこの CI'雄大被は，同 じ場所にJ起

?l 騨前通と奮闘遁の交票I~よれ念、に心向訟費へ同遁に沿はうとする方向を示す。叉北捜立 11 1

港から鞍賦に内向する濃部がある。氏はこれを海水の影響とみて居られるが，其後の調資

によると この濃殺はす、っと入りこみ蛾遁線路に迄注してゐるから，)}IJの原因の如く恩はれ

温泉番披 CJ' 

1297 1.85 

1300 1.61 

(制境)
川温泉

4.45 

1256 0.85 

1296 1.51 

松村 2.11 

1298 3.69 

金 il~ 2.26 

1289 2.32 

1308 4.46 

餐老 6.24 

1301 1.71 

1299 2.07 

1283 1.90 

451ノ4 8.11 

451ノ1 1.52 

451ノ1ノ1 4.56 

450ノ1 2.00 

1284 5.41 

451 1.10 

1257 8.02 

1257ノ1 12.92 

444 11.66 

443ノ1 13.53 

443 13.92 

443ノ3 10.20 

448 10.19 

百草口 6.11 

/"，，，'-CI 1=0.03546gr/L ¥ 
第2来 CJ，HC03 粉預i測定 l単位以;O-:;--j:;U.O-7SS'g-;/L) 

温泉概| CI' 
H('O; j毘賊披 |

10.3 1295 10.95 13.I 427ノ1

8.7 564 5.59 4.3 428 

16.9 460 7.19 5.6 428ノ1

4.2 566 6.19 4.6 434ノ13

8.7 563 5.24 4.7 340 

10.3 561 7.95 ，~ . s 340ノ1
13.9 552 7.80 5.2 425 

12.6 560 5.41 4.6 ' 426 

13.1 470 7.69 5.7 343 

17.6 471 6.90 4.9 341 

15.7 472 7.79 5.5 412 

9.2 551 7.40 5.4 411 

10.1 新河村 4.80 13.0 407 

18.4 ゲ j'rJL 10.04 6.8 410 

16.4 437ノ1 6.28 5.9 408 

8.2 1285 6.63 6.3 406 

15.8 442ノ1 11.51 1'.0 409 

7.3 437 6.00 6.4 423 

16.7 1303 8.70 7.0 1295 

5.1 401 7.11 3.6 434ノ1

15.6 441 7.21 8.3 434ノ12

10.7 438 9.81 9.4 434ノ8

10.0 414 7.36 7.9 434 

1'.3 435 6.32 7.2 434ノ5

8.4 432 6.15 7.6 473 

7.0 433 12.47 12.0 473ノ1

2.0 430 6.65 9.4 405 

13.3 427 7.89 8.4 396 

( 34向〕

Cl' HCO; 

¥'.39 10.0 

8.06 17.0 

7.77 13.0 

7.64 13.0 

8.05 7.3 

7.79 8.7 

7.87 8.0 

5.05 5.9 

6.74 8.3 

7.53 5.4 

7.76 8.2 

3.92 5.1 

7.51 6.2 

6.21 5.3 

7.89 7.6 

8.23 8.1 

4.99 5.3 

6.92 7.3 

10.95 13.7 

1.40 8.9 

5.08 12.7 

6.87 12.4 

12.70 11.7 

10.24 13.8 

6.09 5.6 

5.24 4.6 

7.58 5.2 

7.60 5.6 



化感成分業他諸国子よも)見1:1.，別府地下限7)(の流界

る 。 これ らの理由から筆者は海門寺以北の全湧IHIH二/)~ 、て CI'と HCO/ の滴定を行~)

fニのであっfこ。その結果は第2表の如 くで，それを開示Lて第三闘を得fニ。其内のA闘は

吾々の所謂(B)唐に沿うにもので，B闘は増補測定による 丸のである

第3凶 グローが分布闘A

第 3倒 B

(・;.19) 

CI' 

-2 
l・・ 10 :tr/L 

Il ß~ cr 

J-JO-' 9r/L 

2S 



化取成分其他諸因子よ 'J見1:1.> }lIJ府地下浪水の流界

3'. 騨北口よ ~)斜 1;する濃併 M，・・ u・採湯層深 68-80111

4'. Mo に平行し北消北隅から行合町角へいすこる梢稀帯 N~・…・・採湯暦深 68-110m

5'. 北埋立中粁zより斜1:する濃徴 M1…ー採湯深 100-110m

6'. _I:の支帯とみられるj¥C，深度 180-280111

T. 境}Ilより略i海岸に平行に的ク沼南隅に向ふ稀帯 N1・…ー深度 140-178111

尚同匝域に於けるHCOl濃度分布に於ては，N1に針し N/が同位置に，Mlに封>>!l¥しMIr

が M1 に卒行にしかも梢北へ襲枕して現れる。叉 M~ にi島}臆する M" もほ c同位置に現

れる。(第3圃B)

情て地淵との相関与と一括すると:

1. 悶ノ湯脈に沿ひ CI'稀薄。師ち田ノ湯脈からの湧出物が Cl'に乏しし、ことである。

2. 秋葉中間等ili'it暦併に向ひ Cl'梢濃幣束下す。印ちこの部分にi主入する水系が考へら

れる。向他の成分にも出てゐる。

3. 潰脇脈の南かに急激l二Cl'.t曾大。郎ち同脈よりの流出少く海水の法透ぞ示す。朝見

川の柏、北方 Cl' 稀~I~，等淵而が;俵も降下するところに Cl' の柑大憎がある。

4. Moは， 1向而下70mの60。の等地線の包む低jR域の主軸と一致する。従てこの力-向

に考へられる水系fこる野口水系は Cl'に富む。

5， Nzはj釘門寺脈のL乃至柏、北にある。 i毎門寺脈からの湧/P.を示すものである。そし

てそれより北とくらべて幾分浅いので上層地ド水〈境川系〉の影響をうけてゐる。

6. M1は深部に於けるif:i門寺脈ょのの流出を示すものと見られる。Cl'の M1に針膝す

るHCO/の M/が M1よれ北費位してゐるのは，封勝深度ぞ考慮すると，結局この流出

幣に於ては，何等かの理由により CI'は比較的 1:居に， HCO/ はより探屠に多く含まれて

ゐる事ぞ示すものとみ(，れる。究概これは海門寺服のー性質とも思はれる。今後化感成分

濃度の垂直分布が研究さオいば明になることである。f̂Jこの M1は地中j限度垂直分布のjf~

門寺型と北部分散型との境界となってゐる。

7， N1 は境川の伏流に起因する一つの水系与を示すものである 地慌の材料が十分でな

いので，i-l'!i:l.J;!まl別にされてゐなし、σ

附記.同じ場所では大韓深度の大きいもののかがCl'iが多し¥深度による Cl'の増加!安

は流川を南に入って，海岸に近よるにつれて大きい、

( :1ユ0)



化X}I，成分其他訪問子よリ JU: ろ JJIJ府地下il:17J~の流界

山1凶 .，.0;(般イtシリjj';f!iλ (l~l ~;kνjKIこよろ)

HCO.3 
1-10-2.9"iL 

B (榊補測定による)

当L官f>HCO; 
1_10-2 gr!L 

CIIJ HCO/ : -;f:j門寺脈以北については Cl' の引で;~へ仁。それ以外には，

l 回ノ湯脈に沿って HCO/濃

2. 野口水系に於て HCO/稀

3. i伝門寺脈に於て HCO/濃

4. 朝見川に向ひ HCOl漸減

他の化事成分と比べて著しい特徴は， HC< ).，'か最もよくI也11'if.l度に封臆してゐることで

ある。印ち地中iF.i'l度の高い所開 HC<l::'が多いことである。倫ほ本誌第 1巻第1琉には市内

(九九1)



化摩成分其他諸因子より合f:7_，別府地下f思*の流ìl~

10711のiliit泉ιこっ3完全分析£があるから，とによ勺て他の穫をの化事成分の分布を研究

しよう。

;:;i5刷遊離jJ<般の分布

CO2 

l-10-Z3佐

CO~: -HCO:/ と呉り，田 ノ湯脈と海門寺脈の '11聞が多し、。野口水系に鈴鹿する部分は少

いく田ノ湯服に閲する限'JHCO:/の械大併から明に北聖堂枕して縄大帯が現れる。この事

は恐らく何か重要な;意義ぞ持ってゐるのであらうが今の材料では明かでなし、。

ク

dシ

-J--
〆υ 

乙ーク/
σ-

b 
_!b-戸 -jfc

2i> 6闘硫酸イすンレ)分IIi

(6 ) 別府市内滋泉分析表;本誌第1谷第 H据73頁
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化号主成分其他誘因子よリ JL1:ろ別府地下i!bJ-の流界

CIIlJ 80/':一回ノ湯脈， ;i，j門寺脈L二て傾大，野u水系て附小)この外に秋葉通の111手寄

l二(i"問ノ湯脈に平行する附大併が存 -(1:する c 之は秋葉町中間~nffìl居心針隠する。

0\つ 8iO~ :-E13ノ湯服。;f:j門寺脈に於て極大，野117}<.系に於て同小

(VJ Feoo・:一回ノ;湯脈の少しく「旬ルーに柑大。 i毎門寺脈には柑大なし 野117}<.系も針癒し

ない この同大がさきの秋葉通に流入する只()/'の多い水系(秋葉水系と言はう〕に封隠す

るものか否かは明でなし~

:ゎ7闘杭 散 の分布
5iOz 

ltlO ZY月IL

」ζ
〆
〆

ー
一
-uυパ
υ
-l

綾イコtンの分布

t
 

FZ 
1_'O'gl/L 

(;153 ) 



化I}¥成分業他諸因子より見I:ろ別府地下ili水の流界

[VIJ AI' :-!.i ，.' Fe".と似た耐火併を示す。

C¥"IlJ Ca" :-j釘門寺服で柑小併を，野口水系で術大被ヰヒもつ。田ノ湯脈に針路するもの

は全然現れなb勺

CVllI:; Mg…:一回ノ湯服在中心に傾大併がある。野口水系が稿、稀帯の跡ぞ示す。

~I:\J K・:-;I<i門寺脈にて両大帯を，田ノ湯脈に平行して少しくjヒに極小帯が中央部迄入

第9闘 ア1レミニウムイフtシの分布

Ar 
1~1σ4. .~~'Í 

交/ー I! 
三、一て=-ユ一一 ! 

一一ー~.一- 川

U 
しー勺
'-. 

第 10闘 方，レジウムイすンの分布

Ca.. 

号。 1-1O-;;g1L 
60 

5。
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化事成分業他諸国子より見1:る別府地下湿7kのiJIt界

第 11闘 マゲネジウムイすンの分布

30 

不 12闘 カリウムイフtンの分布

ジノ '1 

p 

グ

Jv1&・-

l-10-3ゲL

1¥" 

1~ IO-3grIL 

りこむ。特筆すべきは田ノ湯脈に]1':行，明にその南方，秋葉水系の位置t二雄大帯があるこ

とである。今一つ海岸に平行に松原方而から靖生町通に沿ひ流川通に及ぶ極小併がある。

(XJ Na' :-K"と殆ど閉じ配置をnーする、永石減泉(一夜組泉〉から東北にVfti'.するー稀

殺がある。 K.の蒲生町に沿ふ極小併に封>>!!{する。

(355 ) 



化事成分其他諸因子より見1:る}jIJ府地下温水の流弊

U~ 13闘 ナト 1)ウムイすンの分布

10 

〆ノ

〈〆

/? 
/， 

/l 

Na. 

J-ω~r/L 

パ

グ

/

フ

ん

y
・

4

p

〆J
'

〆一〆
/
UQυ
U
η
以
M
V

以".を綿括すると，地中温度で特性的であつに場所には，やはわ化畢成分も封勝してゐ

ることそみる。確認された水系は，

(i)境川水系 (ii)野口水系 (iii)秋葉水系

の三つで，其{也永石組泉!附近から流入する一つの水系(朝見水系)がある如くもみえる。

叉，田ノ湯服の山ノ手に於て多くの成分は稀i事であって， ・つの表屠JJt系(山ノ手水系)が

考へられる。このうち，野口，秋葉-の雨水系は少し化壊成分が多くて，低ir.!ではあるがそ

の起lボはi胤泉系のものとみられるーしかしこれらの機構は米に明でなし、。境川，朝見の水

系は夫々の名を冠する川の伏流とみられ，略淡水とみられるc何れにせよ此等のことは深

度に伴ふ濃度聖堂化が明になれば確定する。

最後に，湧出水の濃度そ果してそのま当地中の分布ととってよいかとし、ふ疑問が鈍る、

複々の濃度は結局各水系の混合比によるといふことは明であるが，その比が微細構造的に

何在意味するかといふことは可成陵昧である。卸ち湧出以前の底の漫度(non-disturbed 

state)と完成後湧出するものの聞係如何といふことである。 とが同じものであるか乃至始

んど閉じであれば，現出中のものの濃度分布は流界に闘する定量的意味冶有する。然らざ

る場合は，それらの極値帯以外には流界の直接資料とはなり得ない。地度の方の事項から

考へると， この湧出lこ仲ふ混合lまあまり大きくないやうに見えるか，直接的な測定の完成

迄断定的理論は避けようと忠ふ。叉混合比の決定』二i努出j胤度そ用ゐることは，如上の理由

で危険である I 更に，化畢成分遣度から各水系の混合ltte決定し， たよ仰の混合yli'!度を決

、、，，，
，
 

.' t 
-、Jリ.‘' ，
 

• 
〆，‘、



化事成分主主他誌ー関子よ 1) 丸 1こる}jlj府地下iEil7J~の流非

定し，貰際地淑との比較から流路に沿ふ加地叉は冷却の積分がわかる筈であるが， このH

的のためには資料が十分といへなし、。

4， 戚潮度との比較

瀬野氏の別府組泉感潮度分布出〉を地下地泉水系との相院!といふ見地から眺めるι 泉

脈の山手寄りのところで幾分特性的と もみえる節がないでもないが，第市・ニタ〈的な相闘は無

いとみるのが安嘗であらう。

5，戚雨度との比較

瀬野氏によって定義算出された感雨度会〉叫て第 14闘を作'l，地中j限度か ら推定し
た水系に針照すると究の如き面白い結巣か見られる。

1・. 田ノ湯脈，i.毎門寺脈〈海寄りにけだが)"こ沿ひ極小

2'， 田ノ湯脈の南方t二回ノ湯服に平行に極大殺があの，中!.lとよ りさらtこ東部Lこ迄進んで、

ゐる h 正に秋葉水系の位置であるこ

3'， 騨前から特に東南に向って大きL、。とは野口水系の位置を示すι7二ピ少し幅かひろ

いが，その部分心地tlm.測黒占がないことを思へばおそらく地i~と封勝してゐるものであらう。

み 14凶 J出、l、j度の分布主7k来、

/ ， ， 
f 

C 7) 淑![!'f錦城:})IJ府温泉の感i明度分布 j 1~:~.1:~ ザ~ 2 ~~第 1 鏡 2-1.頁

J色両足 cr
期野氏定義IZ"-:'

( 8 ) 瀬町錦政: })IJ府市街混泉の湧閃111;' こ及li'す降雨影饗度分布;本誌第 2 主主 ;~'i 9.披 15~頁
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化率成分其他諸国子よリ見j:ろ別府地下温水の流界

4'. 騨背後に大きい〕

5'. 永石遁附涯に於て大きし、。この極大帯の主軸も泉脈に卒行する。この部分は一帯に

等淵面が深いところである p

6'. 1賓脇は大きし、。向i賓附近は小さいが，目下不分明の，幾分ld布地混な強想、される部分

である

ごれら与を要するに，

( i ) 感雨皮は泉脈，或は高渦域にて極小，低地r~域で大きし、。

(ii) 概大，極小の列はし、づれも泉脈に卒行する。同じ列に沿っては山の手棋大きいο

面白いことは， ~.主j業頻度が上の 2'， 5' 等感雨皮の大きいところに大となってゐることで

ある。

以上ぞみるに，感雨皮は本*低ir，tL地下水に伴って導入されるものであることが宇1]る。父

その極値の列が他のそれに比して一段鮮明iこ泉脈一一地質構造線に平行して現れるといふ

ことは，叉感雨度とレふものが地質構造とも直接的関係を有・することそも示してゐる。そ

の機構については今は述べない、

6.線括

以上諸要素の分布から確認されずニ水系と其封膳事項は突の遁りである。

第 3表水系と封勝.事項

7)t 系 化率成分記事 地浪記事 感雨皮 湧出量 備 才J芸

凶ノ i湯
HCO; sO;'， 5iO" M日…
多， Cl'4少' 同ノ i劫すd /三 泉脈 1当然湧出あ‘). 

海門寺
f:l'，I-ICOJ，80C J'，SiOP 
K.， Xa多， I_，a..タ-. 海門寺型 大 泉 脈

境 JII 淡 7)t 北部分散型 大

出f 口
C['， Ca..，多， HCO.'，50‘ {海門寺型 )( 稽 A:.
/t ・ 低混域

秋 葉 50，"， K.， CI'多. 中ml等温暦 最t(

車』 見 明瞭ならず 低温域 1三 小

話量 ID品 HCO.'檎多， Cl'多. 淡 脇 型 稔大 ~~. 脈

(海水の影響は・積脇南部以外は明かでなし九〕

要するに地中j阻度，化皐成分濃度，湧出量，感雨度，湧出淑度等は流界の貰相を介して

緊密に結介してゐて， iJfE界が明になれば直ちに相聞律も明となるものなのである。唯感潮

度は流界と直接関係なし物理的島理に唱えることが諜想される!いづれにせよ，以上の

諸論は士、一つのiポ界ぞ種々の角度から討究し仁に過ぎないH

終りに絶えすで指導と激励そ奥へられし野満博士に深謝の定;を去する。
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